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津輕卜秋田トノ重要ナル野生蔬菜 


七-! . . . :かへでど Z : ろ(きくばど ZL ろ越鞠) D . quhiqueloba th . unb . oii . 12 、13) 

一葉柄ノ基部-一刺ナシ . (八) 

f 雄花ハ梗軸上二獨在シテ無柄ナリ . (九) 

ノー雄花ハ梗軸上ノ短枝上-一數個アリタ小梗.ヲ有ス .' 葉ハ分裂セズ . (十) 

、花ハ黄色'雄蘂六個ノ內內列ノ三個'ノ不熟-ーシテ箆狀ヲナス、葉ハ下方ノ邊綠波狀ヲ呈ス、最下ノ數葉ハ 

時二僞輪生ヲ成ス、莖ハ值立ス火モ上方ハ蔓狀卜成， . たちど乙ろ； D . grlima @< 0 (圖中 1415 ) 

フ|花ハ淡綠暗紫色、雄蘂ハ六個皆發育ス、葉ハ七乃至九裂、裂片ハ銳尖ナリ、乾ヶパ通常暗色卜成 〆 、莖ハ 

. 全ク蔓ヲナス . きくばど乙ろ 0 :^:財(かへでど ZL ろ班野) D . septemloba ’& 11 §.(圖中 16 ) 

/葉、ノ心臟狀平圓形或ハ心臟狀卵形、： i 花穗ハ上向ス、一花蓋片ハ長橢圓形或ハ箆狀長橢圓形、蒴ハ少シク縱二 

長ク、種子ハ上方-一翼アリ . おにど乙ろ〇:,!' 0131 ' 01 ^£^ 8 : 3 〇.(圖中 17 ) 

"'■葉ハ心臟狀底ノ卵狀披針形或、_—角狀披針形、底耳ハ往々橫方二張出ス、花穗ハ下垂ス、花蓋片/狹瘦、 

, 蒴ハ圓ク、種子ハ周リーー翼アリ……- . ひめど ZL ろ D . tens.pes Feaxch . et 8 >く.(圖中 18 、 19 ) 

〇津輕卜秋田トノ重要ナル野生蔬菜(承前〕 

靑森縣 佐藤耕次郞. 

C 四) うはばみさう 1 Clatostenima involucratu 日 fkanch. et SAV . ($ らく S 科) 

一一一くちなはじゃうご卜云ヒ又むかごみづ卜稱スグ、方言ヲみづ又ハめづ卜云ッテ津輕卜秋田二於テハ三尺ノ 
童兒モ尙能ク熟知シク居 〆 蔬菜デアル該草ハ莖ガ脆軟多漿デ稍半透明ヲナシ高サー尺內外ヲ普通トスルガ深山 
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號一十第卷一第誌雜究硏物植 


ぅは ばみ 3 ぅ (實物1!吴、但シ部分圖ハ廓大)(牧野富太郎氏--據ル)_1二尺數寸- i モ及ブモノガア 

ル性陰濕ヲ好ミ多ク山地ノ溪間 
SAV 一一岩間樹下ヲ求メ時-一單純群落 
E ヲナシテ繁茂ス火葉ハ不正形デ 
厕互生シ花ハ葉膝カラ出，此草ハ 
FE 吾地方デモ全土 ノ人ガ之ヲ需メ 
atu テ食ッテ居 〆 ノデハナイ例へバ 
olucr 津輕半島ノ上磯/邊又舊南部地 
inT 方デハ食用トシナイ或ハ蛇草卜 
mma 云ッテ嫌ッテ4 〆 然シ其レハ名 
|稱-一拘泥ス，食ぐズ嫌デ本品ハ 
Ela 決シテ排斥スべキモノデハナイ 

否ナ立派二園藝蔬菜トモ爲スべ 

キ價値ヲ有スルモノデアル現-!秋田ノ或地デハ宅地內ノ垣際等一一肥培シ其レーー屋根ヲ掛ケテ日陰ヲ造リソシテ 
良質ノモノヲ生產シテヰル C 多クハ自家用)該草ヲ栽培セントセバ須ラク自生地二鑑ミーグ外圍ヲ陰潤ナラシム 
ダカナモナクバ陰濕地ヲ選パネバナラヌ津輕ノ或處デ、ノ之ヲ小川畔ノ石間ナドニ植 M 付ケテヰ 〆 ガ日光ガ直射 
ス，ノト土質ガ合ハヌタメ-一草體ハ小形一一出來テ居テ到底作物トハ云ハンヌ程デァ，、吾地方デ、ノ昔カラ自生 
品/採獲ガ盛ンナタメ今ハ近山一一良品、ノ得ラレナクナッタ此草ハ產處カラー度一一採取シテ了フトふきナドヽ同 
ジク次年カラハ良品ハ出ヌサウダソレデ今日デ、 1 ' 一尺近イ太イ品ハ深山カラデナケレバ出ナイ尤モ津輕半島ノ 

津輕卜秋 田トノ 重要 ナル 野生蔬菜 
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津輕卜秋 田トノ 重要 ナル野生 蔬菜 In . I 

上磯 デハ 昔カラ人 ノ食フモノデ ナイ トシテ土人ガ 採ラ ナンダ カラ人里 近 イ處ニモ頗 〆 大形 /良品 ヲ夥シク產ス 
ル今日デモ其邊ノ人々ハ尙ホ食用-ーシナ イサク ダガ然シ此品ハ草質脆軟鐵維少ク風味淡白デ頗ルロニ適シ蔬菜 
中ノ上品デア 〆 大正六年ノ相場ぐ津輕デ上等品百本ノ代ガ五錢デアッタ 

〔食法〕料理-一用ゥダーーハ先ヅ莖ノ外皮ヲ剝脫シテ了フ、單純ナ 〆 山ノ料理ニハ味噌ヲ付ケテ生食ス，、又味 
噜和へトモス，、諸種ノ吸物二入レテ頗 〆 良好、鹽漬トシテ用ヰ又貯藏ス，、鮮魚 卜其 一一醬油ノ煮漬物 トス ル 
(五〕あざみ類 Cirsium spp. C きく科〕 

食用一一供ス 〆 あざみノ中一一、ノ樣々ノ種類ガ含マレーグヰ，ガ其內最モ多產且ツ蔬菜トシテ需用ノア 〆 モノハやま 
あざみ C . spicatmn Matsum . デ アル 次 一一ひとつ ば あざみ(方言 へらあざみ) p oligophyllu.m MATSUM . a め あ 
ざみ(方言同)0. 5 .セ1>02.§日 1 \^ 3 §.ごばぅあざみ(方言同) 0 . 48 ^目^ 6 3\1$目客.等デア,ガ亦一見食ハレ 
サゥモナイモノモ食用|1供サレテ 4 ダ彼ノ近年北海道アタリカラ渡來シテ今沉ク畑地ノ雜草トナッテヰグぇゼ 
のあざみ(尤モ食法ハ少シ異フ)ャ吾地方ノ野原路傍等-一多イのはらあざみ(方言 まあ ざみ又 ハ' おに あざみ) 
p japonicum DC . ナドモ稀二食膳二上，コトガアル就中の はら あざみ/嫩葉ハ他ノあざみヨリ風味ガ優，卜言 
、ノレテヰ，其他あざみ卜稱へテ供給サレルモノ、中11、ノ頗 〆 珍種一一屬ス，モノモ含マレ居ルラ i / イドダイあざ 
みノ分類、ノ吾 V 素人目カラハ甚ダ困難デア，今當地ノ市場ャ八百屋ノ店先-一出夕居 〆 .モノヲ十把位モ解イタ見 
ルト中-一津輕特產ノあを毛-^あざみ C . aomorense NAKAI . ナドモ見受ケル又岩木山一一行クト春ハ四月頃カラ夏 
ノ七月頃マデあざみノ嫩苗ハ絕ユズ產出サレ，夫- >•> 峰一一行クーー從ヒあざみ類ノ發生、ノ遲ク頂上近クーー行クト雪 
消ヲ追フープ萠出スルノダカラ下方ノモノガ旣一一硬化シテ食用-一堪 H ヌャゥ - I ナツ 7 -モ尙峰ノ方カラ若々トシタ 
軟イモノガ供給ナレル譯ダ無論峰ノ方ノモノト下方/モノトハ種類ハ異フ下方ノモノハ普通ノやまあざみヤご 
ばぅ あざみナドデ峰ノ方 ハ是等 ノ遲レモノ-卜みね あざみ即 チ p alpicolu 日 NAKAJ . 等 デアル峰ノ方ノモノモ灌 












號 


木帶邊 - 1 至 〆 卜小形トナ ッーグ 良品ハ得ラレヌ几 一 7 *あざみ ハ 葉綠ノ刺ガ皮膚二痛ミヲ感ジサセ，ヨウーーナ，卜食 
用- 1 俄サンナィガソンデモ林間ヤ陰地生ノモノ、 ノ 比較的伸長 シテ モ賣品トナ 〆 普通ハー尺二三寸マデノモノガ 
用ヰラレ 〆 大正六年ノ相場ハ百本十錢位デ アッタ 

〔食法〕三四寸ノモノハ嫩キ莖葉全部ヲ用 4 一尺內外-一伸長 スルト 主 トシ テ莖部ヲ用ウ、嫩苗ヲ蝶キ細切ニシ 
テ味 pt 汁二造 〆 殆ド春二於ケル常食デ アグ、 嫩キ莖ヲ鮮魚卜共二醬油ノ煮漬トス ル、 又單二煮漬 トシテ モヨィ 
同ジ ク莖部ヲ鹽漬 トス，、 甘漬ヲ造ル -1 ハ 米飯ヲ擂ッテ糊狀 トナシ 切斷シタ莖ヲ投ジ鹽ヲ加へ テ 漬ケ 〆 
尙ホ圯 他山 也-一於 テ 值接生食二 m サレルし、ぅど (方言 te にょ) p 01 yclada FKANCH . はなぅ ど (方 
言あまによ) 11 eracleum lanatum MIGHX . すいば又すかんぼ(方言だゃす)^ 1 ! 11^>0 §. 083 ^ ^.のひる(方言きも 
と又の、 しろ) Alliis.pponicum Feakch . et Say .等 /野草 モア 〆 ガ廣ク 用 ヰラレ テ 居 ナイ カラ略スル(完) 

〇斷枝片葉(其五) 


牧野富太郞 

へちまノ名義 物類稱呼卜云フ書ガア，其卷 / H 二へちま即チ絲瓜|二就テ左ノ如キ事ガ書イテアル『へ 
チマ〇信濃-ーテとう*^卜云薩州-ーテながう-^卜云とう**' /絲瓜ノ上略ナルべシ或人ノ日へちまトイフ名ハとう 
$ ヨリ 出タリ其故ハとう-^ ノとノ 字ハ s ^ はノへ ノ字卜 ち / 字ノ間ナレバへちノ間トイフ意-ーテへちまトナ ブ 
ク 〆 トゾ云々』大槻氏ノ言海-ーハ『へチマ絲瓜蠻語ナリト云、詳ナラズ、或云、絲瓜ヲ約メテ、とうう卜 
モイフ、とハ伊呂波歌ニーグ、へ卜ちトノ間ナレバイフト、强牽ナラム』卜書イテア 〆 

籲からすう〇 支那一一王瓜卜云フモ\ガアツテ Thladiantha dubia BUNGE. ノ學名ヲ有スル我邦信州追分邊 -1 
此瓜ガ自生シテ居ッテ前年始メテ理學士大渡忠太郞君ガ採ッナ松材住三博士ガ此レ-一おほす C めううノ新和名 


斷枝片葉(其五) 

















